２００６年を振り返って

前半を内閣府で、後半を総務省で過ごす

　７月２１日付の人事異動で１年半お世話になった内閣府（大臣官房審議官（経済社会システム担当））を去り、総務省自治財政局（大臣官房審議官（財政制度・財務担当））へ戻りましたので、２００６年のうち、ほぼ前半半年を内閣府で、後半半年を総務省で過ごしたことになります。
前半は経済財政諮問会議関係の仕事を主としてさせていただきましたが、国と地方の財政、行政改革、総人件費改革などの担当をさせていただき、その前の総務省自治財政局の財政課長時代と比べれば、時間的には随分と余裕がありましたが、それなりに充実した日々でした。諮問会議の先生方、内閣府の皆さん方と知己を得ることができたことは、私の人生の幅を広げることになり、大きな収穫だったと考えています。
後半は元の職場に戻り、実家に戻ったような安心感を抱きましたが、一方で仕事は極めて多忙で、新型交付税、公営企業金融公庫廃止後の新たな組織の問題、新たな地方財政再生法制のあり方の検討、新たな地方分権改革への取り組み、公債費負担対策（過去の高金利の政府資金債などの補償金なしの繰上償還等の問題）、通常の地方財政対策と休む暇もなく、あっという間に年末になってしまいました。このうち多くの仕事が４０年、５０年ぶりの大仕事で、そういった仕事に携わることができたという充実感はありますが、率直に言うと大変疲れた半年だったということになろうかと思います。

３年間の大殺界が終わる
　細木数子さんの六星占術でいうところの大殺界（１２年間で３年間の冬の時期）がやっと終わり、来年からは新しいことに取り組んだり、挑戦することが吉ということになります。前回の大殺界は平成４年から６年にかけてであり、ちょうど財政企画官から島根県勤務になった時期で、自分ではそれほどそのことを意識せずに過ごせていたような気がしますが、今回は仕事の忙しさ（平成１６年度のいわゆる地財ショック、先ほど書いたような今年の超多忙さ）もさることながら、昨年１０月の愛犬モンタの他界や今年３月の娘の交通事故（車はひっくり返り全損でしたが、幸い怪我は全くなくてすみました）など結構大変な３年間だったという実感がします。年もちょうど一回り分余計にとったわけですし、健康的にも重大な問題はないにしても、あちこちに少しずつガタがきているような感じがします。次の９年後の大殺界が思いやられますが、その時には現役は退いているので、今回のようなことはないと思います。
　しかし、大殺界というのはすごし方や気持ちの持ち方に気をつければ必ずしも悪いことだらけの時期ではないと言われています。無理をしてやろうとしても何をやってもうまくいかない時期なので、大きな仕事を始めたり、新しい取り組みをしないで、そっと静かにしていたほうがいいということのようで、決して天命に逆らってはいけないというのです。公務員や会社員の仕事は自分でペースを決められないこともあるので、たまたまこの時期に大変な仕事に遭遇するとつらい目にあうということでしょうか。そういう意味では、今回の大殺界はまさにそんな実感がしました。

自分のこれからの生き方を見つめ直した年
　今年は、自分にとって、残された数年の公務員生活のすごし方、その後に来るであろう第二の職業人生についての考え方、世の中に対する自分の貢献の仕方、そして残された人生全般のありようといったことを考えさせられた一年でした。旧自治省の先輩たちやその関係者の方々の他界などを見るにつけ、自分の人生も、もしも短ければあと１０年内外、普通なら２０年くらい、長くても３０年くらいかなと思われ、その期間を健康で充実した過ごし方をするためには、いま何をしなければならないか、そのことを考えさせられた一年でした。７年間の自治財政局の課長勤務から、１年半だけ内閣府に出向し、少し自分の時間ができた時期と、また古巣に戻って忙しくしていた時期が相半ばした今年であればこそ、そういうことを考えることができたのかもしれません。
　ML活動、ブログとホームページの立ち上げ、地域おこしの仲間との連携、寺子屋の継続等を通じて、これらのことを考え、少し先が見えてきたような気がした一年でした。来年からは、新たな気持ちで、一段と高い目標を持って、さらに発展的な取り組みを始めらそうな予感が、この年末の今になってしてきています。
あと二日で新しい年を迎える

　年が替わるということは、気持ちが新たになるだけではなく、やはり実際に運気が変わるということではないでしょうか。そういう意味で昔から人々は、静かにこの一年を振り返りながら厳粛な気持ちで新しい年を迎えてきたのではないでしょうか。大晦日から元旦にかけてそのような気持ちで過ごすことは自然の摂理にかなっているのではないでしょうか。俳句の新年の季語に「淑気」というのがあります。この季語はまさにこのような気持ちを表したものであると考えています。
来年はどんな年になるのか

　人によりそれは違っているのでしょうし、世の中全般、たとえば政治、経済、気候等の自然条件などがどういう風になるのかにより自分自身のありようも影響されるのでしょうが、まずは自分自身にとって来年がどんな年になりそうかと今考えています。

　年明けからの国会は類まれなる忙しさが想像される、４月には統一地方選挙で都道府県知事の顔ぶれが大きく変わりそうだ、地方分権改革推進委員会が発足しいよいよ第二次分権改革が始動するがそう簡単に一筋縄で行きそうにはない、７月には参議院議員選挙があり与野党の激突が予想される、秋口からはいよいよ消費税論議が始まるだろう。
　こう考えただけでも、やはり多事多難、今年より楽になることは考えられないようだ。覚悟してかかろう。
